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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 
全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 佐治重衡・福島県立医科大学腫瘍内科・主任教授 

研究協力者 新倉直樹・東海大学外科学系乳腺外科・教授 

 

 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
「モデルケース臓器がん登録サブグループ：
モデルケース SG-1B」 
課題：モデルケースとしての乳癌登録につい
て、その登録・分析体制の特徴とその実務状
況を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
１. NCD 乳癌登録における、「診断・治療時の
患者登録」と５年後に発生する「生命予後デ
ータの登録」の悉皆性と精緻性を担保するた
めの方策について、これまでの取り組みを評
価し、今後の方策について検討する。 
2． 日本乳癌学会がこれまで行ってきた、NCD
乳癌登録データを用いた臨床研究の成果につ
いて、その情報開示状況、開示範囲の考え方
と国民にわかりやすい開示方法、さらなる研
究成果の利活用について検討する。 
 
（倫理面への配慮） 
本年度の研究では個人情報などは取り扱って
いない 
 
Ｃ．研究結果             
乳癌登録は 1975年から学会（当時は研究会）
事業として開始され、2004年にはウェブ登録
となり、2012 年から NCD登録に統合されてい
る。これまでに 70 万件を超える患者情報が
1400以上の施設より登録され、本邦の乳がん
罹患数の 80%以上をカバーする充実した乳癌
のデータベースとなっている。乳腺専門医申
請症例に対する監査事業によって、データの
精緻性を担保する努力をしている。また、学
会の専門医制度との関連性をつけることによ
り、登録の悉皆性を担保してきた。予後デー
タの登録については、乳癌登録を用いた研究

計画を学会へ提案する場合に(ＮＣＤ乳癌登
録データを利用した研究課題公募)、施設とし
て一定の予後データ登録数を必要条件とする
ことで悉皆性を高める努力をしており、2010
年以降の 5 年予後フォローアップ入力率は約
60％となっている。全国がん登録データとの
紐付け、照合は非常に重要な課題であるが、
がん登録法 20 条の規定から現時点では困難
と考えられる。 
NCD 乳癌登録データを用いた研究課題として
は、「予後良好とされる特殊型乳癌に対する
薬物療法の有用性と予後の検討」、「invasive 
lobular carcinoma のサブタイプ別の予後に
関する研究」、「男性乳癌の臨床病理学的特
徴に関する研究」、「Occult breast cancer
に対する乳房非切除の妥当性と術前化学療法
の有効性に関する研究」など比較的稀なタイ
プの乳癌に関する研究の方向性と、「乳癌登
録 を 用 い た 術 前 化 学 療 法 に お け る
ER,PgR,HER2 の変化の検討」「ホルモン陽性
乳癌における周術期化学療法の意義の検討」
などのような、大規模症例データーの利点を
生かしたものが実施されている。これらの研
究成果は医学研究雑誌に報告されているが、
それを患者や一般国民にとってわかる形での
広報はされていなかった。 
この問題に対して、日本乳癌学会ではこれま
で論文報告された１３の研究成果について、
(http://jbcs.gr.jp/member/ncd_data/)平易
な言葉で書かれた和文抄録を作成し、それを
ホームページ上で公開することを決定した。
現在、そのコンテンツの準備をおこなってお
り、まもなく公開される予定である。 
 
Ｄ．考察               
ＮＣＤ乳癌登録は、40年以上の長い運用経験

研究要旨（ 臨床データベースを活用する臨床研究の現状と将来 ― 乳癌学会
から見た有効活用研究体制とは ） 
乳癌登録は1975年から日本乳癌学会（当時は研究会）事業として開始され、2012
年からNCD登録に統合されつつ、40年以上の運用実績をもつ。精緻性・悉皆性・
予後データ捕捉率を向上させる様々な工夫をしてきている。登録データを用い
た臨床研究も活発に行われており、論文化されているものも多い。しかし、そ
の情報をより国民にわかりやすいものにする工夫が必要である。その一つとし
て、論文の和文抄録を学会ホームページに掲載する試みを行った。 

http://jbcs.gr.jp/member/ncd_data/
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から、様々な工夫や仕組みを関連させること
でその悉皆性、精緻性、予後データ捕捉性を
向上させてきている。登録データを用いた臨
床研究は活発に行われているものの、その情
報開示は英文医学研究雑誌のみであり、広く
国民に対して公開や利活用されているとまで
は言えない状況であった。本班研究での問題
点の明確化と対応の検討により、平易な和文
での成果の公開を決定したことは、この問題
に対する重要な対策の１つと考えられる。 
 
Ｅ．結論 
本年度の研究から、登録データを用いた臨床
研究は活発に行われているものの、その情報
開示や利活用について、より国民にわかりや
すいものにする工夫が必要であることが確認
された。その対応として、一般の方向けの平
易な和文抄録の作成とホームページでの公開
は有効な方法と考えられる。 

 
Ｆ．健康危険情報  
  特になし 
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郎、鶴間哲弘、竹政伊知朗、井本滋 
登録委員会報告 がん登録を利用した研究の
現状と展望. 第 28 回日本乳癌学会学術総会、
Web、2020 年 10 月 9 日-2020 年 10 月 18 日 
 
2) 四元大輔、隈丸拓、宮田裕章、新倉直樹、
神林智寿子、岩田広治、津田均、山本豊、青
儀健二郎、久保真、田村研治、林直輝、宮下
穣、角舎学行、神野浩光、佐治重衡、戸井雅
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 なし 

  
2. 実用新案登録 なし 

  
3.その他 なし 


